
小町の里生産組合は、平成27年に自然豊かな地域の特性を活か

した特色ある米を栽培するべく、京丹後市大宮町三重・森本地区の

農業者6名で結成され、現在は９名の構成員により９haの水田で環

境保全型農業に取り組んでいる。

稲わらのすき込みと、地元資源であるカニ殻を利用した有機質肥

料を施用した土づくりにより、化学合成肥料の削減を図っている。

また、12月から２月にかけての冬期湛水の実施により、水田に

生息する生物の多様化に努めている。

地域住民や大学生を受け入れ、田植えや稲刈り体験、生き物調

査・観察会を実施し、大学生による環境保全型農業の報告会を開催

し意見交換を実施する等、幅広い世代との交流を深めると共に、環

境について考える機会を提供している。

地域とともに考える環境にやさしい農業
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